
　1883（明治16）年の創業以来、地域の方にエネルギーを通して豊かな暮ら
しを提案する株式会社藤田商店は、主力事業の石油製品の卸小売のほか、電
力小売りや太陽光発電の施工、コンビニエンスストア事業など多角的に事業
を展開。本社のある観音寺市や高松市などに4,600件を超える顧客を抱える。

株式会社藤田商店

　現場の強い要望を受け採択まで
至った補助金事業では、800件の顧
客に通信システム機器を設置した。
以後継続して設置を進め、2022年9
月現在1,900件まで取付を完了して
おり、年内には設置率50％の2,300
件超、2023年春には2号認定事業者
の取得を目指している。

明確な目標を掲げ着実に推進

取材に応える藤田芳正取締役（左）と三井量也部長

（香川県観音寺市）

　設置先の選定は、検針を専属に行う検針員3名（パート）の所属する事業所
以外の事業所から着手。難検針宅などの条件を付けず、客先周知や設置工事
等の効率化を考慮し、従来の検針順に設置を進めた。設置までの流れは、前
月の検針時に周知チラシを投函・配布→翌月に営業担当者が訪問の上説明
→工事日の調整はせず客先設置→設置完了のお知らせチラシを投函・配布
という流れで進めたため、工事スケジュールの調整などの手間は軽減され
た。
　設置完了後に、すべての検針日を毎月15日に統一し、以後速やかにお知ら
せ圧着はがきを郵送する仕組みだが、当初想定していなかった21日以降に検
針を行っていた顧客については、設置後初回限定であるものの、2カ月分の
請求となってしまうことで、顧客にご迷惑をおかけしてしまったのは想定外

設置作業の効率化を重視した客先選定と検針日の統一化
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だったという。一方検針日を統一することで、「月内の販売量、売上などの実
績が従来より早期に把握することができ、翌月以降の経営戦略策定の迅速化
に大いに寄与している」と藤田芳正取締役は話す。
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　機器メーカーの選定については、販売店からの情報などを参考に、コスト
や通信環境を基準に2社比較した。結果的に現行のメーターメーカーとは異
なるメーカーを採用したが、「（半導体など）物資不足もあり、複数社とのつな
がりができたことで、今後起こり得る同様なリスクには対処できるようになっ
たのでは」と三井量也ガス部部長は話す。
　（半導体不足など）厳しい社会情勢の中で、機器の納品が予定通りに行か
なかった点は想定外であり、取付工事作業の一部に支障が出た。
　「補助金申請書類の作成も大変な作業ではあったが、機器メーカー担当者
の入念なチェックもあり、大いに助けられました。一方で、機器取付後の初期
登録作業においては、一度誤登録してしまうと客先に大変なご迷惑をおかけ
することになるため、慎重を期して行う必要から精神的負担がありました」と
三井部長は振り返る。

想定外の事象での苦労も








